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クロロホルムフリーで揮発性を抑えた211Atの効率的な濃縮法
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アスタチン－２１１は次世代の標的α線治療に利用する有望なα線放出核種です。
現在、揮発性の高いアスタチンの濃縮するにはクロロホルムが使われていますが、

クロロホルムは毒性が高く、クロロホルムから遊離する塩化物イオンが混入するなど、医
薬品製造のための溶媒には適していません。

本技術では、アルコール溶媒でアスタチンー２１１を回収し、得られるアスタチン溶液
に微量の炭酸塩や炭酸水素塩を添加することで、アルコール溶媒中でアスタチンを効率的
に濃縮できます。

※1 MABG・・・悪性褐色細胞腫
※2 RCY・・・放射化学的収率

RCY (％）※2 アルコール濃縮
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添加剤あり 78 68

- 97 60

●本手法は、添加剤（NCS）なしで、
211AtMABGを従来法（CHCl3濃縮法）よりも
高効率に標識化することを明らかにしました。
●添加剤（NCS）を用いないために、不純物と
なるMCBGの生成量を50分の１に抑えられる
ことを明らかにしました。

●本手法を用いて取り出した211Atは、生体内
で211Atを安定に標識できるネオペンチルユニ
バーサル標識基に利用できます。
●自動合成装置を用いた臨床研究候補化合物
の検討を始めています。

本発明の方法と従来法による211At-MABG※1の製造方法の比較
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